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1．塩条件下における Suaeda salsa の二型種子の発芽特性 




りも高い発芽率を示した．いずれの種子でも蒸留水の 15/25ºC および 20/30ºC 条件で最も発芽率が高
かった．最大発芽速度は，茶色種子では 20/30ºC，黒色種子では 15/25ºC の蒸留水で認められた． 
 











ABA が塩ストレス条件下における A. centralasiatica の発芽に影響を及ぼす主要な植物ホルモンであ
ると推察された． 
 
３．塩ストレスが Suaeda salsa の二型種子の発芽期間中の内生ジベレリンおよびアブシジン酸レベル
に及ぼす影響 










本研究をまとめると，S. salsa および A. centralasiatica の二型/多型種子は休眠，発芽，分散戦略
および貯蔵特性において明確な違いがあることが明らかとなった．また，貯蔵する場合には黒色種子
のほうが適している．この 2種の二型/多型種子の発芽と休眠の制御に植物ホルモン（GA および ABA）
が関与していた． 
 
以上のように、本研究は塩生植物の生理生態的特性に関する高いレベルの内容を含み、塩生植物の
塩害防止利用という応用面でも期待できることを示すなど、博士論文として十分な価値があると判断
した。 
 
